
今年 7月 25日、インド洋に浮かぶ自然豊かなアフリカの島国 

モーリシャスの沖合で、日本企業の貨物船「わかしお」が座礁した事故を覚えていますか？ 

約 1000 トンもの重油が流出し、美しい自然環境は甚大な被害を受けました。 

事故の調査は今も続いています。私たちにできることは、まずモーリシャスについて知ること、 

そして現地で汚染を食い止めようとしている方々を応援することでしょう。 

 

モーリシャス基本情報 

・東京都とほぼ同じ面積に約 130万人が暮らす小さな島国。 

＠マダガスカルの東沖 

・かつてインド商人の貿易中継地であったため、インド系住民が過半数を占

める。宗教もヒンドゥー教が約半数。 

・「トム・ソーヤの冒険」を書いたマーク・トゥエインが“神はモーリシャス

を真似して天国を作った”と言うほど美しく、高級リゾートとして欧州から

の観光客に人気。近年は南アフリカからの観光客も増えている。 

・マリーンスポーツやヘリコプターツアー、クルージング、洞窟や植物園見学、レジャ

ーパークなどアクティビティも充実。 

 

座礁事故とその影響 

東海岸沖で、株式会社商船三井が運航する貨物船「わかしお」が中国からシンガポール経由でブラジルに向かう途中で座礁し

た。その際に重油タンクが破損し大量の重油が流出、モーリシャス政府は「環境緊急事態宣言」を出した。最も深刻なのは、そ

の地域は「生物多様性のホットスポット」と呼ばれるほど豊かな生態系があり特有の生物が多く生息すること。多様なサンゴが

美しい透明な海、マングローブ林が広がる湿地帯、多くの絶滅危惧種が生息する海岸林などが重油流出により危険にさらされ

た。油から毒性物質が発生してサンゴや魚に悪影響を与えると、生態系全てに深刻な被害が及ぶ。マングローブに侵入した油に

より魚や小動物が窒息する危険も。油が有機物や泥と結合してしまうと除去するのが難しい。そして、野生生物だけでなく人間

も被害を受ける。豊かな生態系はモーリシャス経済の大部分を占める観光業や漁業の柱だが、汚染から回復するには何十年も

かかるうえ、健康被害も大きいだろう。新型コロナウイルスによる経済危機の状況にこの事故が起きたことは大打撃だ。 

現地の人々の対応 

 現地には約 60人の日本人が暮らしている。加害側のような立場でありながら在住者として被害者でもある彼らは、事故をど

う感じどう動いたのだろう。観光業に従事するある日本人女性は、製糖工場のオイルフェンスづくりのボランティアに参加し

たという。この工場は敷地をボランティアのために開放し、通常燃料として使うサトウキビの葉を無償提供した。また、ヘアド

ネーションによるオイルフェンス作成のボランティアも立ち上がった。あまり髪を切らないヒンドゥー教徒の女性のものと思

われる長い黒髪も多く集まったそうだ。モーリシャスの人々の強い思いが詰まったボランティアによる手作りオイルフェンス

は、専門機関が対応するまでの期間に迅速に対応し他として評価されている。重油除去に当たった人、清掃やオイルフェンスの

ための物資を提供する人、ボランティアに食事を提供する人など、それぞれが自分のできることを自発的に行ったことが被害

拡大の食い止めを助けたことは間違いない。このような一般市民による主体的な動きは、この事故に限らずほかの分野の問題

にも参考にし、活かせるだろう。 

＊参考資料 

・モーリシャスの被害、イラストで訴え ツイートに大反響(朝日新聞デジタル)：https://www.asahi.com/articles/ASN8S7K7MN8SUHBI01T.html 

・モーリシャス重油流出事故に在住日本人が動いた： https://www.fnn.jp/articles/-/78849?display=full&pattern=A 

・モーリシャスの旅行情報 アフリカ旅行の道祖神：https://www.dososhin.com/know/country/MUS/ 

↑島に生息していた 
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